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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　5月3日　(土)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　中野　円香　　　　記録者　高橋　昭徳　　　　
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

· 毎日、温度表のチェックを忘れずに行っていきましょう。

· リーダーは毎日、病棟のメール・回覧板の管理を行って下さい。医事統計も忘れずに行っていきましょう。

＜患者様状態報告＞

・三浦　ツマ様…臍部に発赤見られています。毎日、清拭を行い、入浴した際、特に気を付けて洗身し、いつも清潔を保つようにしていきましょう。普段、隠れて見えにくい部分の為、新たな発赤が無いか、悪化していないか、注意して観察していきましょう。

・見付　喜久様…シーツの上にバスタオルを敷いてあることがあります。発汗の多い方に敷いてしまうと、皮膚温度が上昇し発汗量が増加し、褥瘡のリスクが高くなってしまうので、使用は控えましょう。

・丸屋　庄司様…御家族が面会に来院したらＳＷに連絡して下さい。ＳＷが不在の時は、

　　　　　　　　・どこの施設を希望しているのか？

　　　　　　　　・必ず五戸に帰らなければならないのか？を聞いて下さい。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット

　今週の課題：短期目標の設定

　個人評価：山内　公博様…目標設定に「寝る。」と返答あり。話題提供するも「話す

の苦手だから。」と、そっけなさ見られている。表情の硬

さあり。

鈴木　サダ様…居眠り多く見られ、再三の声掛け要している。

角谷　育子様…発言は少なかったが、終始、表情穏やかに最後まで参加されていた。

　

　総　評：自発的な発言は少なかったが、目標設定は、声掛けにて比較的すぐに設定出来ている。状態が良くない患者様には、無理に話してもらおうと刺激を与えず、参加している事を評価していく。

　　　　

Ｂユニット

　今週の課題：短期目標の設定

個人評価：沼沢　ミヤ様…「話しが好きでも嫌いでもない。」という事から「あいさつ」と目標を立てている。

細越　国雄様…周りくどい表現の仕方見られるも、目標設定する事出来ている。

荒谷　正毅様…終始、居眠りあり。起こして内容説明するも「何も目標ない。」と話されている。挨拶はしているという事から、低下しない様に『挨拶』と目標を立てている。

　　　　　　　西沢　正様　…発言量多いが、時折的外れ。目標設定後、静かにされている。

　　　総　評：時折、話しが切れるが、発言率は高く良い雰囲気だった。興味のある話にはのってくるが、目標設定時には冷めてしまっている。

　ＣＤユニット

　　今週の課題：短期目標の設定

　　個人評価：板垣　富蔵様…質問に対して、積極的な発言あるも、内容にまとまりなく

　　　　　　　　　　　　　　的外れな発言聞かれている。

　　　　　　　谷内　愛子様…質問に対して、積極的な発言みられている。

　　　　　　　　山下　さき様…下肢の運動をすると、調子が良いと話されており、運動した事をスタッフへ報告する事を目標としている。

瀬川　はな様…特定の患者様との交流はあるが、スタッフとの交流が少ないとの事で、おやつの時間にスタッフと会話する事を目標設定している。

　　　　　　　峰田　満男様…最初は積極的に発言しているも、徐々に居眠り見られている。

　　総評：自ら発言する方は少ないものの、スタッフからの1人1人指名する事で目標

設定する事出来ている。

＜事故検討＞

・市橋　ひで様…5月２日15時40分　入浴介助の際、右肩に皮膚変色発見。腫脹・熱感あり。疼痛の有無を確認、疎通不良だが苦痛表情は無い。バイタル異常なし。良Ｄｒ報告、様子観察の指示あり。

　○今後の対応

　　・歩行状態不安定・転倒の可能性がある患者様の行動把握を密にし、転倒しないようにスタッフがそばに付き添う。

　　・臥床時は足をひっかけ転倒しないように環境整備（布団等の整頓）を行う。

　　・患者様だけでなく、スタッフの所在確認をし、満遍なくスタッフが配置できているか把握する。
　　・歩行状態不安定・介助に対し拒否がある時は無理せず、スタッフ2名で介助する。







